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とうと 決心した ばかりな のに、 病院に いるう ちから 書 

きたくて 書きたくて むずむず していた。 病院から も、 

早く 書いて 見たくて、 本当に 未だ 退院の 出来ない の を 

無理に 出て しまった のだった。 だが 松洲 先生 や 〔# 「松 

洲先 生や」 は 底本で は 「松 州 先生 や 匕 お嬢さん は、 私の 

身体の こと を 心配して くれて、 読書 さえ も 控え目に す 

るよう に 言って くれた。 しかし 私 は、 矢も楣 もた まら 

ない 程 書いて 見た くって、 松洲 先生 や お嬢さんに は 隠 

れて、 墓石の 上 や、 草原の 中で 書いたり した。 だが 到 

頭 見つかって、 その 時には 自分で も、 自分の 身体の 事 

を 考えない 野蛮 的な のに 顔 を 紅く した。 それから 暫 



を 続けて いる。 今 この 原稿 を 書いて いる 私の 手 は、 

あかぎれ ひぴ 

皸 と 罅と で 色が 変わって いる ほど だが、 晚 年の トル 

ス トイの 手の こと を 思う となんで もない。 ただ、 皸に 

貼った 膏薬の ために、 手が こわばって 困る だけ だ。 し 

かし、 去年の 五月から 今年の 一月 十日までに、 ニ篇の 

長篇 と、 短篇 を 十九 篇 書き 得た の だから、 いくら 労働 

しながら でも、 今年 はもつ と 書け る ことと 思う。 

II 大正 十四 年 ( 一 九 二 五 年) 『文章 倶楽部』 三月 号 I 
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